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第６章　ハードウエア仕様第６章　ハードウエア仕様第６章　ハードウエア仕様第６章　ハードウエア仕様第６章　ハードウエア仕様

６．６．６．６．６．１　概　要１　概　要１　概　要１　概　要１　概　要

ＭＰＣ－８１６、ＭＩＦ－８１６、ＭＩＯ－８１６はそれぞれ８点の出力と１６点の入力ポートを持ちコネクタは同
じ仕様の５０Ｐｉｎコネクタが使用されています。この３枚のボードの機能はそれぞれ大きく異なっていますが、Ｉ
／Ｏインターフェースとしては全く同等のためこの節で合わせて解説します。ＭＰＣ－８１６はＣＰＵボード兼電源
ボードで電源の供給能力は外部に対して約３００ｍＡです。ＭＰＣ－８１６のバス信号はＭＩＦ－８１６に引き渡さ
れ、ラックのバスボードにインターフェースされています。拡張Ｉ／ＯボードであるＭＩＯ－８１６はバスからの信
号に従って制御されています。各ボードにはＩ／Ｏコネクタの他に４Ｐｉｎの電源コネクタが付属していますが内部
の論理制御用電源として意味があるのはＭＰＣ－８１６のＤＣ２４Ｖのみです。ＭＩＦ及びＭＩＯへの給電は、Ｉ／
Ｏ制御用のみでＭＰＣ－８１６のＤＣ２４Ｖとは絶縁されており、別の電源を与えることもできます。

６．６．６．６．６．２　ＭＰＣ－８１６ＫＦ２　ＭＰＣ－８１６ＫＦ２　ＭＰＣ－８１６ＫＦ２　ＭＰＣ－８１６ＫＦ２　ＭＰＣ－８１６ＫＦ

１）１）１）１）１）旧タイプとの互換性旧タイプとの互換性旧タイプとの互換性旧タイプとの互換性旧タイプとの互換性
ＭＰＣ－８１６Ｋ（ＤＩＰ部品タイプ）とＭＰＣ－８１６ＫＦ（表面実装部品タイプ）は完全互換です。また、ＭＰＣ－
８１６Ｘ（ＣＰＵがＨＤ６４１８０）と差し替えて使用することができますが次の相違点に注意して下さい。

☆実行速度☆実行速度☆実行速度☆実行速度☆実行速度
ＭＰＣ－８１６ＫＦのＣＰＵ「ＫＬ５Ｃ８０Ａ１６」はＺ８０互換でありながら効率のよいエンジンを備えており、１
インストラクション１クロックで実行されます。そのためＭＰＣ－８１６Ｘに対しては約３倍の実行速度となります。
システムタイマーは整合しており、ＴＩＭＥコマンドなどの時間は変わりありませんが、インタプリタで実現してい
るＬＯＯＰタイマー（カウンター）は短くなることがあります。

☆☆☆☆☆ＩＩＩＩＩ／／／／／ＯＯＯＯＯアアアアアドドドドドレレレレレススススス（（（（（マママママシシシシシンンンンン語語語語語）））））
入出力回路（制御ＩＯ，電源、ＲＳ－２３２Ｃ）のコマンド（ＯＮ，ＯＦＦ，ＳＷ，ＩＮ，ＯＵＴ等）からの制御は８１
６Ｘと完全に互換です。しかし、マシン語レベルでは入出力回路のアドレスが変更されています。このためマシン語
モジュールを組み込んで使用される場合には次のアドレスに従って下さい。

ＩＮ ０－７ ３ＡＨ
ＩＮ ８－１１ ３ＣＨ （下位４ビット)
ＩＮ １２－１５ ３８Ｈ （上位４ビット）
ＯＵＴ ０－３ ３８Ｈ （下位４ビット）
ＯＵＴ ４－７ ３ＣＨ （上位４ビット）

２）２）２）２）２）ＭＰＣ－８１６各部の名称と役割ＭＰＣ－８１６各部の名称と役割ＭＰＣ－８１６各部の名称と役割ＭＰＣ－８１６各部の名称と役割ＭＰＣ－８１６各部の名称と役割
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添付品

① ＰＳ－Ｄ４Ｃ５０ JAE ×１
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J1:ＲＳ－２３２Ｃコネクタ プログラミング用とユーザ用があります。フォトカプラーで内部５Ｖ系と絶縁されて
います。

J3:電源コネクタ ＤＣ１２Ｖ～ＤＣ２４Ｖを供給します。
J4:Ｉ／Ｏコネクタ 入力１６点、出力８点です。

（入力ポート０～１５／出力ポート０～７）
J5:バスコネクタ ＭＩＦ－８１６等と接続されます。
SI:リセットスイッチ ＭＰＣをリセットします。
LED1,2:ＬＥＤ　青 電源が供給されていると青いＬＥＤ点灯
         〃　　赤 エラーが発生すると赤いＬＥＤ点灯チェックサムエラーなど
F1:ヒューズ ＤＣ５Ｖ電源ヒューズです。（１Ａ）　ＦＫＳ５－１Ａ（浜井）
RA12,13:ＳＩＰソケット 入力ポートを二線式センサに対応させるための抵抗アレイ用
SP1:ショートピン ショートで瞬断検出を禁止します。
SP2:ショートピン ５Ｖ供給用のショートピンで、ＳＰ２ショート　Ｆ１は取外します。
RA15,16:ＳＩＰパタン ５Ｖレベルで使用のためのフォトカプラのシャント抵抗実装パタンです。

３）３）３）３）３）特　徴特　徴特　徴特　徴特　徴
ＣＰＵ ＫＬ５Ｃ８０Ａ１６ＣＦ （７．３７２５ＭＨＺ）
メモリ ＳＲＡＭ ＨＭ６２８１２８ＬＰ－７　相当

（バッテリバックアップ　５年以上）
ＦＲＯＭ ２９Ｆ０４０Ａ－９０　相当

ＲＳ－２３２Ｃ ＣＨ０ プログラム用
９６００ｂｐｓ７ｂｉｔ＋Ｅｖｅｎパリティ固定

ＣＨ１ ユーザ用
ＣＮＦＧ＃コマンドによって設定

出力ポート ８点 オープンコレクタ 各点２００ｍＡ
入力ポート １６点 フォトカプラ入力 各点２ｍＡ～４ｍＡ
電源 ＤＣ１２Ｖ～２４Ｖ単一 消費電流（１００ｍＡ～２００ｍＡ）

４）４）４）４）４）ブロックダイアグラムとフラッシュＲＯＭシステムの方法についてブロックダイアグラムとフラッシュＲＯＭシステムの方法についてブロックダイアグラムとフラッシュＲＯＭシステムの方法についてブロックダイアグラムとフラッシュＲＯＭシステムの方法についてブロックダイアグラムとフラッシュＲＯＭシステムの方法について

☆ブートモジュールについて☆ブートモジュールについて☆ブートモジュールについて☆ブートモジュールについて☆ブートモジュールについて
ＭＰＣ－８１６ＫＦはパワーオン後ブートモジュールを起動し
ます。ブートモジュールは書き換え管理プログラムをＳＲＡＭ
のブートモジュール領域に複写して制御をこちらに引き渡しま
す。この後で、システムエリアに正しいシステムが登録されて
いるかテストし正しければ、こちらに制御を引き渡します。こ
の時、システムエリア(TNYFSC)は４００Ｈ－６ＦＦＦＨに配置
されます。

☆システムの書き換え方法☆システムの書き換え方法☆システムの書き換え方法☆システムの書き換え方法☆システムの書き換え方法
システムエリアが正しく書き込まれていなければ、モニターが
そのまま常駐しＳＡ１のイレース、システムのダウンロードを
行うことができます。システムが正しく書き込まれていて、な
お且つシステムを変更する場合は、電源投入後ブートモジュー
ルが０３コードを出力しますので、この時０３を０．５秒以内
にエコーバックすると、システムに制御を引き渡さず、モニ
ターが動作しシステムの入れ替えができるようになります。こ
れらの一連の手続きはシステムローダによって行うことができ
ます。これによりＲＯＭ交換を必用としないメンテナンスを行
うことができます。
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ＭＰＣ－８１６ＫＦはきわめて簡単な構成です。ＩＯは
ＣＰＵ上のＩＯが割り当てられています。ＫＬ５Ｃ８０
ＡのＩＯは２４点用意されていますが、うち３８Ｈの下
位４ビットが出力専用、上位４ビットが入力専用に割り
当てられているために、割付が変則的になっています。
このため、マシン語モジュールでのポートの制御には注
意が必用となります。
ＳＲＡＭはＳＰ１をショートするとバッテリバックアッ
プされます。
Ｊ４のＩ／Ｏコネクタのインターフェース、取扱い使用
方法は５）でＭＩＦ－８１６、ＭＩＯ－８１６と併せて
解説します。
ＭＰＣ－８１６ＫＦには、スイッチングタイプの電源が
備えられておりＪ３から供給されたＤＣ２４Ｖ（ＤＣ１
２Ｖ）を５Ｖに変換しＥＭＩフィルタを経て内部ＣＰＵ
回路に供給しています。このＤＣ５ＶがＪ５を介してＭ
ＩＦ、ＭＩＯに供給されています。電源の能力は最大で
７００ｍＡです。ＣＰＵボードに実装されたヒューズは
この電源を保護するためのものです。ＤＣ２４Ｖは、Ｊ
４のＩ／Ｏ入出力の駆動にも使用されています。ＳＲＡ
Ｍはリティウム電池により電源オフ時にもデータが保持
されています。

☆関連コマンド☆関連コマンド☆関連コマンド☆関連コマンド☆関連コマンド
・出力ポート制御 ＯＮ，ＯＦＦ，ＯＵＴ　等
・入力ポート読み込み ＳＷ（），ＩＮ（）　　等
・ＲＳ－２３２Ｃ ＣＮＦＧ＃，ＩＮＰＵＴ＃，ＰＲＩＮＴ＃　等

５）５）５）５）５）小型ＬＣＤＩ／Ｆ機能について小型ＬＣＤＩ／Ｆ機能について小型ＬＣＤＩ／Ｆ機能について小型ＬＣＤＩ／Ｆ機能について小型ＬＣＤＩ／Ｆ機能について
ＭＰＣ－８１６ＫＦはＪ５に小型ＬＣＤを直接実装する事が出来ます。この場合Ｉ／Ｏバスタイミングを変更する為
に“OUT 8 &HF0”を実行して下さい。

KL5C80A16
7.3725MHZ
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|
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 ROM
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|

1FFFF

Z80 準拠 IO-BUSCH0/CH1
RS-232C

RS-232C
ｱｲｿﾚｰﾀ

ﾊﾞｯｸｱｯ
ﾌﾟBAT

内部ブロック図

８１６ＫＦの
ＩＯはＣＰＵ
のＩＯを使用
してます

IN0-7  (3AH)

IN8-11 (3CH),12-15(38H)

OUT0-3(38H)OUT4-7(3CH)

  ＬＣＤ 
  1  VCC 
  2  GND 
  3  Vo 
  4  RS 
  5  12/W 
  6  E 
  7  D0 
  8  D1 
  9  D2 
 10  D3 
 11  D4 
 12  D5 
 13  D6 
 14  D7 
 

  Ｊ５ 
 VCC  1,2 
  SG  3,4 
 
  A0   25 
  WR   10 
  E    37 
  D0   16 
  D1   17 
  D2   18 
  D3   19 
  D4   20 
  D5   21 
  D6   22 
  D7   23 
 

※１Ｋ～２Ｋコントラスト調整用 

1K～2K 
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６）６）６）６）６）ＭＰＣ－８１６ピンアサイン表ＭＰＣ－８１６ピンアサイン表ＭＰＣ－８１６ピンアサイン表ＭＰＣ－８１６ピンアサイン表ＭＰＣ－８１６ピンアサイン表

※プログラム時５と６をショ
  ート、Ｐ５はＤＣ５Ｖが１
  ＫΩを介して出力
  フォトカプラーで内部５Ｖ
  系と絶縁されています。

J1

 1  SG    2  TX0
 3  RX0   4  SG
 5  MAN   6  P5
 7  SG    8  TX1
 9  RX1  10  FG

▼
J3

1  +DC
2
3  GND
4  FG

※＋１２≦ＤＣ≦２４　±１０％

J4

A B
 1  入力 0   1  GND
 2  　　 1   2  GND
 3  　　 2   3  GND
 4  　　 3   4  GND
 5  　　 4   5  GND
 6  　　 5   6  GND
 7  　　 6   7  GND
 8  　　 7   8  GND
 9  　　 8   9  GND
10  　　 9  10  GND
11  　　10  11  GND
12  　　11  12  GND
13  　　12  13  GND
14  　　13  14  GND
15  　　14  15  GND
16  　　15  16  GND
17    +DC   17  出力 0
18    +DC   18  　　 1
19    +DC   19  　　 2
20    +DC   20  　　 3
21    +DC   21  　　 4
22    +DC   22  　　 5
23    +DC   23  　　 6
24    +DC   24  　　 7
25          25  SG☆

▼

     ［バスアサイン］
J5

 1  P5       2  P5
 3  SG       4  SG
 5  CLK      6  (MOD)
 7  (ME)     8  (IOE)
 9  (RD)    10  (WR)
11  JTAG    12  SG
13  INX     14  (RST)
15  SG      16  D0
17  D1      18  D2
19  D3      20  D4
21  D5      22  D6
23  D7      24  SG
25  A0      26  A1
27  A2      28  A3
29  A4      30  A5
31  A6      32  A7
33  X-CW    34  X-CCW
35  Y-CW    36  Y-CCW
37  E       38  SCK
39  TXS     40  RXS

※ＣＬＫ 7．3725 ＭＨＺ
※ＳＧはコンピュータグラウンドです。ＴＴＬインターフェース以外
　は使用しないで下さい。
※（）付信号は、“Ｌ”アクティブを示す
※ＳＧ☆は内部パタンショートの上使用

(MOD)･JTAG ：保守用ＮＣ使用
INX ：拡張入力ＫＬ５Ｃ：Ｐ３７
X-CW,X-CCW
Y-CW,Y-CCW ：パルス発生ＴＴＬ出力
E ：ＬＣＤ用Ｅ信号
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６．６．６．６．６．３　ＭＩＦ－８１６Ｋ３　ＭＩＦ－８１６Ｋ３　ＭＩＦ－８１６Ｋ３　ＭＩＦ－８１６Ｋ３　ＭＩＦ－８１６Ｋ

１）１）１）１）１）ＭＩＦ－８１６各部の名称と役割ＭＩＦ－８１６各部の名称と役割ＭＩＦ－８１６各部の名称と役割ＭＩＦ－８１６各部の名称と役割ＭＩＦ－８１６各部の名称と役割

J1:Ｉ／Ｏバスコネクタ ＭＩＯ－８１６等へのバス信号コネクタ
J2:バスコネクタ ＭＰＣ－８１６と接続します。
J3:電源コネクタ ＤＣ１２Ｖ～ＤＣ２４Ｖを供給します。

ＭＰＣ－８１６のＤＣ２４Ｖとは絶縁されています。
J4:Ｉ／Ｏコネクタ 入力１６点、出力８点です。

（入力ポート１６～３１／出力ポート８～１５）
J5:８点出力ポート Ｚ版ではパルス発生ポートになります。
RA12,13:ＳＩＰソケット 入力ポートを二線式センサに対応させるための抵抗アレイ用です。

アンプ内蔵型二線式センサを使用する時、２．７ｋΩ１／４Ｗ程度の抵抗を実装し
て下さい。

☆☆☆☆☆８８８８８点点点点点出出出出出力力力力力ポポポポポーーーーートトトトト（（（（（パパパパパルルルルルススススス発発発発発生生生生生ポポポポポーーーーートトトトト）））））
パルス出力端子は、８点がＺ版によってサポートされています。それ
ぞれの役割は、ピンアサイン表の通りです。［＋５Ｖ］は１００ΩでＤ
Ｃ５Ｖ（内部）にプルアップされています。この抵抗はＳＩＰソケット
に実装されているので交換することができます。１～１５までの［＋
５Ｖ］は１００Ωのカーボン抵抗によってプルアップされており、直
接フォトカプラ入力のモータドライバに接続することができます。
フォトカプラ以外への出力、ノイズの多い箇所でのパルス出力の使用
には、内部回路検討の上、御使用下さい。また、パラレル出力ポート
として使用する場合はＯＵＴコマンドで制御します。この出力ポート
はフォトカプラにより外部と絶縁されていないためノイズに弱いので
使用には充分注意して下さい。

*ONOFF
OUT &H55,&H40
TIME 100
OUT &HAA,&H40
TIME 100
GOTO *ONOFF

前記の例ではＸＣＷ、ＹＣＷ、ＵＣＷ、ＺＣＷが最初にＯＮとなり、次の１秒でＸＣＣＷ、ＹＣＣＷ、ＵＣＣＷ、Ｚ
ＣＣＷが点灯します。

《接続例》

ＭＩＦ－８１６

１００Ω

２ ＸＣＷ

１ （＋５Ｖ）

ドライバ

添付品
① ＰＳ－Ｄ４Ｃ５０ JAE ×１
② 電源コネクタ(H4P-SHF-AA) ×１
③ コンタクト(BHF-001T-0.8SS) ×４
④ コネクタ(HIF-3BA-16D-2.54R) ﾋﾛｾ ×１
⑤ スぺーサ(YP-12.5) ×４

②

①

④

③

⑤
J5

J4

J3

J2

J1
RA12,13

C
E

P
-056 M

IF
-816K

   A
C
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R
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２）２）２）２）２）ＭＩＦ－８１６内部ブロック図ＭＩＦ－８１６内部ブロック図ＭＩＦ－８１６内部ブロック図ＭＩＦ－８１６内部ブロック図ＭＩＦ－８１６内部ブロック図
ＭＩＦ－８１６は、ＭＰＣ
－８１６に接続されるＪ２
により給電及びＩ／Ｏ結合
されます。ＢＵＳ信号は
バッファを介してＪ１及び
ＭＩＦのＩ／Ｏ回路に結合
されています。Ｊ３に給電
されるＤＣ２４ＶはＩ／Ｏ
制御に用いられるのみで、
内部の５Ｖとはフォトカプ
ラによって絶縁されていま
す。８点出力ポートは８bit
ラッチから直接ＴＲアレイ
に接続されています。Ｊ５
のパルス出力は内部の５Ｖ
に近いためノイズに弱くひ
きまわしには注意が必要で
す。

☆関連コマンド☆関連コマンド☆関連コマンド☆関連コマンド☆関連コマンド
・出力ポート制御 ＯＮ，ＯＦＦ，ＯＵＴ　等
・入力ポート読み込み ＳＷ（），ＩＮ（）　　等
・８点出力ポート
（パルス発生Ｚ版） ＰＵＬＳＥ，ＭＯＶＥ，ＲＭＯＶ　等

Ｐ
Ｉ
Ｏ

Ｔ
Ｒ
ア
レ
イ

Ｊ
４

Ｊ
１

Ｊ２

Ｊ３ ＤＣ２４Ｖ

Ｊ
５

バッファ ＨＣ２４０ラッチ

J5:　パルス出力ポート
　　 （８ｂｉｔパラレル出力ポート）

J4:  Ｉ／Ｏ　　入力ポート１６～３１
　　　　　　　 出力ポート８～１５

＊　ピンアサインは諸元表参照フ
ォ
ト
カ
プ
ラ

バッファ
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３）３）３）３）３）ＭＩＦ－８１６ピンアサイン表ＭＩＦ－８１６ピンアサイン表ＭＩＦ－８１６ピンアサイン表ＭＩＦ－８１６ピンアサイン表ＭＩＦ－８１６ピンアサイン表

６．６．６．６．６．４　ＭＩＦ－８１６ＡＤ４　ＭＩＦ－８１６ＡＤ４　ＭＩＦ－８１６ＡＤ４　ＭＩＦ－８１６ＡＤ４　ＭＩＦ－８１６ＡＤ

１）１）１）１）１）ＭＩＦ－８１６ＡＤ各部の名称と役割ＭＩＦ－８１６ＡＤ各部の名称と役割ＭＩＦ－８１６ＡＤ各部の名称と役割ＭＩＦ－８１６ＡＤ各部の名称と役割ＭＩＦ－８１６ＡＤ各部の名称と役割

J3

1  +DC
2
3  GND
4  PG

※＋１２≦ＤＣ≦２４　±１０％

    ［バスアサイン］

J1

 1  P5       2  P5
 3  SG       4  SG
 5  CLK      6
 7  ME       8  (IOE)
 9  (RD)    10  (WR)
11          12  SG
13  (INT0)  14  (RST)
15  SG      16  D0
17  D1      18  D2
19  D3      20  D4
21  D5      22  D6
23  D7      24  SG
25  A0      26  A1
27  A2      28  A3
29  A4      30  A5
31  A6      32  A7
33  NC      34  NC
35  NC      36  NC
37  NC      38  NC
39  NC      40  NC

※ＣＬＫ９．２１６ＭＨＺ
※ＳＧはコンピュータグラウンドです。ＴＴＬイン
  ターフェース以外は使用しないで下さい。
※（）付信号は、“Ｌ”アクティブを示す

J4

A B
 1  入力16   1  GND
 2  　　17   2  GND
 3  　　18   3  GND
 4  　　19   4  GND
 5  　　20   5  GND
 6  　　21   6  GND
 7  　　22   7  GND
 8  　　23   8  GND
 9  　　24   9  GND
10  　　25  10  GND
11  　　26  11  GND
12  　　27  12  GND
13  　　28  13  GND
14  　　29  14  GND
15  　　30  15  GND
16  　　31  16  GND
17   　+DC  17  出力 8
18   　+DC  18  　　 9
19   　+DC  19  　　10
20   　+DC  20  　　11
21   　+DC  21  　　12
22   　+DC  22  　　13
23   　+DC  23  　　14
24   　+DC  24  　　15
25    　    25  SG

▼

添付品

① 電源コネクタ(H4P-SHF-AA) ×１

② コンタクト(BHF-001T-0.8SS) ×４

③ スぺーサ(MSPLS-7) ×４

①

③

②

J5

J4

J3

J2

J1
RA12,13

SP2
SP1

SP3 SP4
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J1:Ｉ／Ｏバスコネクタ ＭＩＯ－８１６等へのバス信号コネクタ
J2:バスコネクタ ＭＰＣ－８１６と接続します。
J3:電源コネクタ ＤＣ１２Ｖ～ＤＣ２４Ｖを供給します。

ＭＰＣ－８１６のＤＣ２４Ｖとは絶縁されています。
J4:Ｉ／Ｏコネクタ 入力１２点、出力８点です。（入力ポート１６～２７／出力ポート８～１５）
J5:８点出力ポート 簡易パルス発生ポートになります。Ｐ版ではＬＣＤのインターフェースとしても使用できます。
RA12,13:ＳＩＰソケット 入力ポートを二線式センサに対応させるための抵抗アレイ用です。

　アンプ内蔵型二線式センサを使用する時、２．７ｋΩ１／４Ｗ程度の抵抗を実装して下さい。
SP1,SP2:ショートピン Ａ／Ｄ、Ｄ／Ａ電源の切り換えです。出荷時内部電源モードとしてショートしてあります。
SP3,SP4:ショートピン Ｊ５をＬＥＤ Ｉ／Ｆとして使用する場合のショートピンです。ＳＰ３オープン、ＳＰ４（１

－２）ショートでパルス Ｉ／Ｆ。ＳＰ３ショート、ＳＰ４（２－３）ショートでＬＣＤ Ｉ／
Ｆです。

２）２）２）２）２）概　説概　説概　説概　説概　説
ＭＩＦ－８１６ＡＤはＡ／Ｄ入力とＤ／Ａ出力を持つ拡張インターフェースボードです。Ａ／Ｄ，Ｄ／Ａが必要な場
合に従来のＭＩＦに置き換えて使用する事が出来ます。（※汎用入力が４点少ない事に注意して下さい。Ａ／Ｄ機能は
Ｐ版のみで有効です。）

☆特　徴☆特　徴☆特　徴☆特　徴☆特　徴
Ａ／Ｄ ４ＣＨ（その内１ＣＨはＤ／Ａ 出力モニター用）使用　ＡＤＣ　ＡＤ７８９０ＡＮ－４×１

ＡＤ７８９０ＡＮ－４ ０～４．０９５Ｖ（出荷時搭載）
Ｄ／Ａ １ＣＨ（ボード内でＡ／Ｄの３ＣＨに接続されています）使用　ＤＡＣ　ＤＡＣ８５１２×１
分解能 Ａ／Ｄ，Ｄ／Ａとも１２ｂｉｔ（０～４．０９５Ｖ）
サンプリングレート ２ｍ秒（ｔｙｐ）
汎用入出力 入力１２点、出力８点（Ａ／Ｄ，Ｄ／Ａポートは汎用入出力としては使えません）
その他の機能 パルス出力４軸（ＸＹＵＺ）又はＬＣＤインターフェース（排他使用）
消費電力 ２００ｍＡ

３）３）３）３）３）使用できるＭＰＣ環境使用できるＭＰＣ環境使用できるＭＰＣ環境使用できるＭＰＣ環境使用できるＭＰＣ環境
システム ＲＥＶ　３．５２以降のＰ版
ボード ＭＰＣ－８１６ＫのＣＥＰ－０５５Ｃ以降

４）４）４）４）４）ＭＰＣのコマンドサポートＭＰＣのコマンドサポートＭＰＣのコマンドサポートＭＰＣのコマンドサポートＭＰＣのコマンドサポート

ＡＤＡＤＡＤＡＤ 種別：関数

書式書式書式書式 AD(n) 0≦n≦3 nは入力ｉｎ番号

解説解説解説解説 Ａ／Ｄコンバータより計測データを取り出しま
す。０～２がＪ４の２８，２９，３０に対応しま
す。返される数値は、０～４０９５で１ｍＶ単位
です。
例)

100 V=AD(0)
110 PRINT V

ＤＡＤＡＤＡＤＡ 種別：コマンド

書式書式書式書式 DA n 0≦n≦4095

解説解説解説解説 Ｄ／Ａコンバータからの出力を変更します。Ｊ４
－３１に出力されます。出力も１ｍＶ単位で、４．
０９５Ｖまで出力出来ます。出力電圧は、ＡＤ（３）
でモニタする事が出来ます。
例)

DA 1000 ･･･１Ｖ出力します
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５）５）５）５）５）ＭＩＦ－８１６ＡＤピンアサイン表ＭＩＦ－８１６ＡＤピンアサイン表ＭＩＦ－８１６ＡＤピンアサイン表ＭＩＦ－８１６ＡＤピンアサイン表ＭＩＦ－８１６ＡＤピンアサイン表

自己電源モード自己電源モード自己電源モード自己電源モード自己電源モード
ＭＩＦ－８１６ＡＤのＳＰ１、ＳＰ２をショートします。これによりＡ／
Ｄ，Ｄ／Ａ機能は内部電源により有効となりますが、制御系とアースを分
離する事が出来ません。

外部電源モード外部電源モード外部電源モード外部電源モード外部電源モード
ＳＰ１、ＳＰ２をオープンの上、Ｊ４－＋Ａ５Ｖ（Ａ２５）に＋５Ｖ、Ｊ４
－ＡＧＮＤ（Ｂ１３～１６）の何れかにＧＮＤ側を接続します。この場合、
計測と制御が別電源となる為精度を確保し易くなります。

４ＣＨＡＤモード４ＣＨＡＤモード４ＣＨＡＤモード４ＣＨＡＤモード４ＣＨＡＤモード
工場出荷時には、３ＣＨ Ａ／Ｄ入力、1ＣＨ Ｄ／Ａ出力になっています。
４ＣＨ Ａ／Ｄモードにするには、ＤＡＣ８５１２を取外して下さい。

６）６）６）６）６）別売オプション別売オプション別売オプション別売オプション別売オプション
ＡＤ７８９０ＡＮ－１０　（±１０Ｖ　Ａ／Ｄコンバータ）
出荷時搭載のＡＤ７８９０ＡＮ－４と交換して使用します。ＡＤ７８９０－１０を使用する場合は次のサブルーチン
を付加して負の電圧に対応して下さい。分解能（数値１に対応する電圧）は０．００４８８３（１０Ｖ／２０４８）です。

 *AD7890-10
  IF A0<2047 THEN *RET
   A0=A0-4096
*RET
 RETURN

J3

1  +DC
2
3  GND
4  PG

※＋１２≦ＤＣ≦２４　±１０％

    ［バスアサイン］

J1

 1  P5       2  P5
 3  SG       4  SG
 5  CLK      6
 7  ME       8  (IOE)
 9  (RD)    10  (WR)
11          12  SG
13  (INT0)  14  (RST)
15  SG      16  D0
17  D1      18  D2
19  D3      20  D4
21  D5      22  D6
23  D7      24  SG
25  A0      26  A1
27  A2      28  A3
29  A4      30  A5
31  A6      32  A7
33  NC      34  NC
35  NC      36  NC
37  NC      38  SKC
39  TXS     40  RXS

※ＳＧはコンピュータグラウンドです。ＴＴＬイン
  ターフェース以外は使用しないで下さい。
※（）付信号は、“Ｌ”アクティブを示す
※ SCK,TXS,RXS はＡ／Ｄ用シリアル信号ラインです。
 MPC-816K(CEP-055C)より実装されています。

J5

      A          B      B’

 1  (+5V)   1  XCW DB4
 2  (+5V)   2  XCCW DB5
 3  (+5V)   3  YCW DB6
 4  (+5V)   4  YCCW DB7
 5  (+5V)   5  UCW E
 6  (+5V)   6  UCCW RS
 7  (+5V)   7  ZCW 
 8  (+5V)*  8  ZCCW GND*

*SP3ショート SP4(2-3)ショートの場合
※ B’はＬＣＤ Ｉ／Ｆとして使用した場合です。

J4

  A     B
 1      入力16   1  GND
 2      　　17   2  GND
 3      　　18   3  GND
 4      　　19   4  GND
 5      　　20   5  GND
 6      　　21   6  GND
 7      　　22   7  GND
 8  　    　23   8  GND
 9  　    　24   9  GND
10  　    　25  10  GND
11      　　26  11  GND
12      　　27  12  GND
13  A/D 入力 0 13  AGND
14  A/D 入力 1 14  AGND
15  A/D 入力 2 15  AGND
16  D/A 出力 3 16  AGND
17       　+DC  17  出力 8
18       　+DC  18  　　 9
19       　+DC  19  　　10
20       　+DC  20  　　11
21       　+DC  21  　　12
22       　+DC  22  　　13
23       　+DC  23  　　14
24       　+DC  24  　　15
25        +A5V  25  SG

▼
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６．６．６．６．６．４　ＭＩＯ－８１６Ｋ４　ＭＩＯ－８１６Ｋ４　ＭＩＯ－８１６Ｋ４　ＭＩＯ－８１６Ｋ４　ＭＩＯ－８１６Ｋ

１）１）１）１）１）ＭＩＯ－８１６各部の名称と役割ＭＩＯ－８１６各部の名称と役割ＭＩＯ－８１６各部の名称と役割ＭＩＯ－８１６各部の名称と役割ＭＩＯ－８１６各部の名称と役割

J1:Ｉ／Ｏバスコネクタ バスボードによりＭＩＦと結合します。
J3:電源コネクタ ＤＣ１２Ｖ～ＤＣ２４Ｖを供給します。
J4:Ｉ／Ｏコネクタ 入力１６点、出力８点
RA12,13:ＳＩＰソケット 入力ポートを二線式センサに対応させるための抵抗アレイ用です。

アンプ内蔵型二線式センサを使用する時、２．７ｋΩ１／４Ｗ程度の抵抗を実装し
て下さい。

☆ＤＩＰスイッチ設定表☆ＤＩＰスイッチ設定表☆ＤＩＰスイッチ設定表☆ＤＩＰスイッチ設定表☆ＤＩＰスイッチ設定表

*ＭＩＯを＃６～＃１１で使用する場合はコマンド”ＭＩＯ”によってモード切り換えをします。
コマンドリファレンス　ＭＩＯ参照

ON　　　　　　　　　　　　　入力番号　　　出力番号　　　　ＤＩＰ－ＳＷ

　ＭＩＯ－８１６＃１　　　３２～４７　　１６～２３　　０１０１００００

　ＭＩＯ－８１６＃２　　　４８～６３　　２４～３１　　０１００１０００

　ＭＩＯ－８１６＃３　　　６４～７９　　３２～３９　　０１０００１００

　ＭＩＯ－８１６＃４　　　８０～９５　　４０～４７　　０１００００１０

　ＭＩＯ－８１６＃５　　　９６～１１１　４８～５５　　０１０００００１

 *ＭＩＯ－８１６＃６　　１１２～１２７　５６～６３　　１０１０００００

 *ＭＩＯ－８１６＃７　　１２８～１４３　６４～７１　　１００１００００

 *ＭＩＯ－８１６＃８　　１４４～１５９　７２～７９　　１０００１０００

 *ＭＩＯ－８１６＃９　　１６０～１７５　８０～８７　　１００００１００

 *ＭＩＯ－８１６＃１０　１７６～１９１　８８～９５　　１０００００１０

 *ＭＩＯ－８１６＃１１　１９２～２０７　９６～１０５　１００００００１

CEP-057 MIO-816K
   ACCEL CORP

添付品
① ＰＳ－Ｄ４Ｃ５０ JAE ×１
② 電源コネクタ(H4P-SHF-AA) ×１
③ コンタクト(BHF-001T-0.8SS) ×４

②

①

③

J4

J3

J1

DSW

RA12,13
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２）２）２）２）２）ＭＩＯ－８１６内部ブロック図ＭＩＯ－８１６内部ブロック図ＭＩＯ－８１６内部ブロック図ＭＩＯ－８１６内部ブロック図ＭＩＯ－８１６内部ブロック図

ＭＩＯ－８１６はＪ１により、ＭＩＦとバス結合されＤＣ５ＶもＪ１から給電されています。Ｊ３に給電されるＤＣ
２４ＶはＩ／Ｏ制御に用いられるのみです。

☆関連コマンド☆関連コマンド☆関連コマンド☆関連コマンド☆関連コマンド
・出力ポート制御 ＯＮ，ＯＦＦ，ＯＵＴ　等
・入力ポート読み込み ＳＷ（），ＩＮ（）　　等
・＃６～＃１１の使用 ＭＩＯ

Ｐ
Ｉ
Ｏ

フ
ォ
ト
カ
プ
ラ

Ｔ
Ｒ
ア
レ
イ

Ｊ
４

Ｊ
１

Ｊ３ ＤＣ２４Ｖ

J4:　Ｉ／Ｏ　入力ポート３２～４７（＃１の場合）
　　　　　　 出力ポート１６～２３（＃１の場合）

＊　ピンアサインは諸元表参照
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J3

1  +DC
2
3  GND
4  FG

※＋１２≦ＤＣ≦２４　±１０％

    ［バスアサイン］

J1

 1  P5       2  P5
 3  SG       4  SG
 5  CLK      6
 7  ME       8  (IOE)
 9  (RD)    10  (WR)
11          12  SG
13  INT0    14  (RST)
15  SG      16  D0
17  D1      18  D2
19  D3      20  D4
21  D5      22  D6
23  D7      24  SG
25  A0      26  A1
27  A2      28  A3
29  A4      30  A5
31  A6      32  A7
33  NC      34  NC
35  NC      36  NC
37  NC      38  NC
39  NC      40  NC

※ＳＧはコンピュータグラウンドです。ＴＴＬイン
  ターフェース以外は使用しないで下さい。
※（）付信号は、“Ｌ”アクティブを示す

J4

A B
 1  入力32   1  GND
 2  　　33   2  GND
 3  　　34   3  GND
 4  　　35   4  GND
 5  　　36   5  GND
 6  　　37   6  GND
 7  　　38   7  GND
 8  　　39   8  GND
 9  　　40   9  GND
10  　　41  10  GND
11  　　42  11  GND
12  　　43  12  GND
13  　　44  13  GND
14  　　45  14  GND
15  　　46  15  GND
16  　　47  16  GND
17     +DC  17  出力 16
18     +DC  18  　　 17
19     +DC  19 　　  18
20     +DC  20 　　  19
21     +DC  21 　　  20
22     +DC  22 　　  21
23     +DC  23 　　  22
24     +DC  24 　　  23
25          25  SG

▼

※上の表はＤＩＰ～ＳＷの判定が＃１の
  場合です。その他の場合は以下のよう
  にオフセット値を加えて下さい。
  入力ポート＝３２＋（ｎ－１）＊６
  出力ポート＝１６＋（ｎ－１）＊８
  ｎはボード番号です。

TLP521

GND

GND

+DC

入力ポート

J3

J4

MPC-816
MIF-816
MIO-816

入出力コネクタ

電源コネクタ

6.8K

３）３）３）３）３）ＭＩＯ－８１６ピンアサイン表ＭＩＯ－８１６ピンアサイン表ＭＩＯ－８１６ピンアサイン表ＭＩＯ－８１６ピンアサイン表ＭＩＯ－８１６ピンアサイン表

６．６．６．６．６．５　５　５　５　５　ＭＰＣ－８１６／ＭＩＦ－８１６／ＭＩＯ－８１６の入出力についてＭＰＣ－８１６／ＭＩＦ－８１６／ＭＩＯ－８１６の入出力についてＭＰＣ－８１６／ＭＩＦ－８１６／ＭＩＯ－８１６の入出力についてＭＰＣ－８１６／ＭＩＦ－８１６／ＭＩＯ－８１６の入出力についてＭＰＣ－８１６／ＭＩＦ－８１６／ＭＩＯ－８１６の入出力について

１）１）１）１）１）入力回路について入力回路について入力回路について入力回路について入力回路について

入力回路は前記の様に電源より給電されており、
ショートするだけでＯＮ／ＯＦＦを検出するよう
になっています。入力ポートには＋ＤＣ電圧が印
可されることに注意して下さい。センサーやリ
レーの接続は次の様になります。
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２線式のアンプ内臓回路では次の様な工夫が必要となります。

２）２）２）２）２）出力回路について出力回路について出力回路について出力回路について出力回路について
ＭＰＣ，ＭＩＦ，ＭＩＯの出力回路
は、オープンコレクタのトランジスタ
アレイＴＤ６２０６４を使用していま
す。このため、一点あたり２００ｍＡ
の制御が可能ですが全ポートＯＮとす
ると、１．６Ａのシンク電流がＪ３の
ＧＮＤに向かって流れるので注意して
下さい。

GND

GND

+DC

入力ポート

J3

J4

電源

リレーやスィツチは
そのまま接続します

TLP521

6.8K

MPC-816
MIF-816
MIO-816

GND

+DC

+DC

出力ポート

J3

J4

MPC-816
MIF-816
MIO-816

入出力コネクタ

電源コネクタ

TLP521

TD62064

D1

GND

GND

+DC

入力ポート

J3

J4

MPC-816
MIF-816
MIO-816

電源

二線式センサでは
プルアップ抵抗必要

TLP521

6.8K
ﾌﾟﾙｱｯﾌﾟR

GND

GND

+DC

入力ポート

J3

J4

電源

三線式トランジスタ
出力センサの場合

TLP521

6.8K

MPC-816
MIF-816
MIO-816
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出力回路は、前記の様にオープンコレクタ出力となっています。Ｄ１（ダイオード）はサージキラー用でトランジスタ
保護のために内臓されています。リレーやソレノイドの駆動は次の様になります。

出力トランジスタ駆動能力は１点あたり２００ｍＡです。外部の電源で駆動する場合は、次の様になります。

＊但し、前記の図の様に出力トランジスタには寄生ダイオードがあり、外部電源の電圧をＭＰＣの電源電圧より高く
することはできません。

３）３）３）３）３）電源について電源について電源について電源について電源について
ＭＰＣの各ボードには４Ｐｉｎの電源コネクタが付属しています。ＭＰＣ－８１６
の電源は内部で５Ｖに変換されて各ボードの制御用となりますが、他の電源はＩ／
Ｏ制御のみです。ＦＧは各ボードのスペーサ用ランドやＰＣＢ絶縁パタンまた、Ｍ
ＰＣ－８１６のＲＳ－２３２ＣコネクタのＦＧに接続されます。このため、ＭＰＣ
－８１６のＪ３－ＦＧは必ず電源ＢＯＸや装置のＦＧにアースして下さい。

４）４）４）４）４）ＭＩＦ－８１６及びＭＩＯ－８１６のＩ／Ｏポート番号についてＭＩＦ－８１６及びＭＩＯ－８１６のＩ／Ｏポート番号についてＭＩＦ－８１６及びＭＩＯ－８１６のＩ／Ｏポート番号についてＭＩＦ－８１６及びＭＩＯ－８１６のＩ／Ｏポート番号についてＭＩＦ－８１６及びＭＩＯ－８１６のＩ／Ｏポート番号について
ＭＩＦ－８１６はＸ版からショートピンが廃されアドレス変更が出来なくなっています。入力ポートは１６～３１、
出力ポートは８～１５までで固定使用です。他は旧ＭＩＦ－８１６Ｚと完全互換となっています。ＭＩＯ－８１６は、
Ｘ版からショートピンによるアドレス変更がＤＩＰ－ＳＷに変更され設定できるアドレスが追加されました。従来（Ｍ
ＩＯ－８１６Ｅ）では、５枚迄の使用しか出来ませんでしたが、現行のＭＩＯ－８１６では１１枚まで構成する事が出
来ます。

DC12V～24V
1  +DC
2  N C
3  GND
4  F G

GND

+DC

+DC

出力ポート

J3

J4

MPC-816
MIF-816
MIO-816

TLP521

TD62064

電源

電磁弁はダイオード
付きを使用します

赤

黒
D1

GND

+DC

+DC

出力ポート

J3

J4

MPC-816
MIF-816
MIO-816

TLP521

TD62064

電源

赤

黒

別電源

D1
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ON

ＭＩＯ－８１６を使用した場合のアドレス表

入力番号 出力番号 ＤＩＰ－ＳＷ

　ＭＰＣ－８１６Ｘ ０～１５ ０～７      なし
　ＭＩＦ－８１６ １６～３１ ８～１５      なし
　ＭＩＯ－８１６＃１ ３２～４７ １６～２３ ０１０１００００
　ＭＩＯ－８１６＃２ ４８～６３ ２４～３１ ０１００１０００
　ＭＩＯ－８１６＃３ ６４～７９ ３２～３９ ０１０００１００
　ＭＩＯ－８１６＃４ ８０～９５ ４０～４７ ０１００００１０
　ＭＩＯ－８１６＃５ ９６～１１１ ４８～５５ ０１０００００１
* ＭＩＯ－８１６＃６ １１２～１２７ ５６～６３ １０１０００００
* ＭＩＯ－８１６＃７ １２８～１４３ ６４～７１ １００１００００
* ＭＩＯ－８１６＃８ １４４～１５９ ７２～７９ １０００１０００
* ＭＩＯ－８１６＃９ １６０～１７５ ８０～８７ １００００１００
* ＭＩＯ－８１６＃１０ １７６～１９１ ８８～９５ １０００００１０
* ＭＩＯ－８１６＃１１ １９２～２０７ ９６～１０５ １００００００１

《ＤＩＰ－ＳＷ　１がＯＮ　０がＯＦＦ》《図　上がＯＮ　下がＯＦＦ》
*ＭＩＯ－８１６＃６～＃１１までは拡張領域です。サポートソフトは、ＰモードのＲｅｖ－３．２１よりです。（９
２年１１月以降出荷）それ以前の版ではサポートされていません。又＃６～＃１１での１１２～２０７までの入力ポー
トはＭＩＯ－２４８と同一の配置となるのでコマンドにより選択します。コマンドはＭＩＯです。

６．６．６．６．６．６　ＭＩＯ－２４８Ｋ６　ＭＩＯ－２４８Ｋ６　ＭＩＯ－２４８Ｋ６　ＭＩＯ－２４８Ｋ６　ＭＩＯ－２４８Ｋ

１）１）１）１）１）ＭＩＯ－２４８各部の名称と役割ＭＩＯ－２４８各部の名称と役割ＭＩＯ－２４８各部の名称と役割ＭＩＯ－２４８各部の名称と役割ＭＩＯ－２４８各部の名称と役割

J1:バスコネクタ ＭＩＦ－８１６のバスコネクタとバス結合されます。
J2:出力コネクタ 出力専用のコネクタです。
J3:電源コネクタ Ｉ／Ｏ制御用コネクタです。

内部の電源とは絶縁されています。
J4:入力コネクタ 入力専用のコネクタです。
DIP1: DIPｽｲｯﾁ ＭＩＯ－２４８ではDIP-SWの１－６の何れかをＯＮに設定します。それぞれのＩ／Ｏ配置はＪ

２，Ｊ４ピンアサイン表の通りです。
RA8: SIPｿｹｯﾄ 入力ポートを二線式センサに対応させるための抵抗アレイ用です。

アンプ内蔵型二線式センサを使用する時、２．７ｋΩ１／４Ｗ程度の抵抗を実装して下さい。

２）２）２）２）２）概　説概　説概　説概　説概　説
ＭＩＯ－２４８は、入出力を兼ね備えたフォトカプラ使用の絶縁型Ｉ／Ｏボードで主に出力ポートの追加に使用しま
す。出力ポートは２４点でＴＬＰ－６２７（ＤＣ３００Ｖ，１５０ｍＡ最大定格）を使用しています。 Ｊ２に接続され
ているのは、このフォトカプラのコレクタ側で、エミッタ側は共通グランドとなっています。通常のオープンコレク
タ出力として使用してください。
入力側は、ＭＰＣ標準入力で８点用意されています。入力ポートの番号は出力ポートの１－８と同じ番号で読み出す
ことができます。

M
IO

-240
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 C
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P
-05
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 C
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R

P.

添付品
① ＰＳ－Ｄ４Ｃ２６ JAE ×１

② 電源コネクタ(H4P-SHF-AA) ×１
③ コンタクト(BHF-001T-0.8SS) ×４

②

①

③

J4

J3

J1

J2

DIP1

RA8
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    J4 のピン配置

 1   2
 3   4
 5   6
 7   8
 9  10
11  12
13  14
15  16

▼

ｷｰ

J3

J3-1  +DC
J3-2  NC
J3-3  GND
J3-4  NC

    J2 のピン配置

 1   2
 3   4
 5   6
 7   8
 9  10
11  12
13  14
15  16
17  18
19  20
21  22
23  24
25  26

▼

ｷｰ

TLP627

6.8K

GND
+DC 電源コネクタ

J2

J4

J3

入力ポート

出力ポート

MIO-248

TLP521

SIPｿｹｯﾄ

RA7

J2,J4

出力ﾋﾟﾝ 入力ﾋﾟﾝ  ON/OFF,SW()  OUT,IN()
 J2-01  J4-01  112+OFFSET  14+!OFFSET
 J2-02  J4-02  113+OFFSET  14+!OFFSET
 J2-03  J4-03  114+OFFSET  14+!OFFSET
 J2-04  J4-04  115+OFFSET  14+!OFFSET
 J2-05  J4-05  116+OFFSET  14+!OFFSET
 J2-06  J4-06  117+OFFSET  14+!OFFSET
 J2-07  J4-07  118+OFFSET  14+!OFFSET
 J2-08  J4-08  119+OFFSET  14+!OFFSET
 J2-09  120+OFFSET  15+!OFFSET
 J2-10  121+OFFSET  15+!OFFSET
 J2-11  122+OFFSET  15+!OFFSET
 J2-12  123+OFFSET  15+!OFFSET
 J2-13  124+OFFSET  15+!OFFSET
 J2-14  125+OFFSET  15+!OFFSET
 J2-15  126+OFFSET  15+!OFFSET
 J2-16  127+OFFSET  15+!OFFSET
 J2-17  128+OFFSET  16+!OFFSET
 J2-18  129+OFFSET  16+!OFFSET
 J2-19  130+OFFSET  16+!OFFSET
 J2-20  131+OFFSET  16+!OFFSET
 J2-21  132+OFFSET  16+!OFFSET
 J2-22  133+OFFSET  16+!OFFSET
 J2-23  134+OFFSET  16+!OFFSET
 J2-24  135+OFFSET  16+!OFFSET

３）３）３）３）３）ＭＩＯ－２４８ピンアサイン表ＭＩＯ－２４８ピンアサイン表ＭＩＯ－２４８ピンアサイン表ＭＩＯ－２４８ピンアサイン表ＭＩＯ－２４８ピンアサイン表

J2-25 J4-15,16 +DC J2 HIF3BA-26PA-2.54DS
J2-26 J4-13,14 GND J4 HIF3BA-16PA-2.54DS

☆ OFFSET=(DIPSW#-1)×24 !OFFSET=(DIPSW#-1)× 3 （出荷デフォルトでは、DIPSWは1がONとなっているので、ON/
OFFでは112-135，SWでは112-119が割り当てられます。IN,OUT関数では、14番目からです。）

・Ｉ／Ｏ制御用電源コネクタの電源容量はピンあたり１．５Ａです。従って、ＭＩＯ－２４８のポートをすべて出力
で使用する場合には１ポートあたり８０ｍＡを越えないように使用します。
・ＭＩＯ－２４８がサポートされているのはモニタバージョンｍ４０１の表示のあるＭＰＣからです。ｍ４０１では
ＭＩＯ－２４８は自動判別されますので、お手持ちのＭＩＯ－２４０を従来どおりの方法で使用することもできま
す。
・ＭＩＯ－２４８は２４０と完全互換ではありません。８２５５の廃品にともなう、相当品です。８２５５自体の機
能を使用していた場合は、今後、対応できなくなります。
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６．６．６．６．６．７　ＭＰＧ－３０３７　ＭＰＧ－３０３７　ＭＰＧ－３０３７　ＭＰＧ－３０３７　ＭＰＧ－３０３

１）１）１）１）１）ＭＰＧ－３０３各部の名称と役割ＭＰＧ－３０３各部の名称と役割ＭＰＧ－３０３各部の名称と役割ＭＰＧ－３０３各部の名称と役割ＭＰＧ－３０３各部の名称と役割

LED2(緑): パワーオン時点灯し、動作中消灯します。
LED1(赤): 動作中、もしくはエラー停止した場合に点灯します。
LED3-10(緑): パルス発生表示です。ＰＣＢ上からXCW,XCCW,YCW,YCCW,UCW,UCCW,ZCW,ZCCWと配置されており、点灯

中はパルス信号が出力されています。
J2: 原点入力。８点の入力ポートで原点センサ用です。このポートを使用するにはＪ３への給電が必要で

す。
J3: 原点入力パルス出力用電源
J4: パルス出力。フォトカプラを介して内部回路と絶縁されています。
RA10: パルス出力［＋５］側のシャント抵抗です。必要に応じて変更してください。工場出荷時に１００Ωが

挿入されています。
RA1: センサ入力用のシャント抵抗です。必要に応じて変更してください。工場出荷時には６．８ＫΩが挿

入されています。
JP1: ＳＲＡＭ用バックアップ電池です。これは、装置調整時等に設定したデータが一時的に保持できるよ

うに配慮されたものであるとお考え下さい。このため、装置完成後ＪＰ１をオープンとして動作の確
認を推奨します。この手順により、プログラムには３０３の動作に必要な全ての設定コマンドが含ま
れていることが確認できます。

ﾘﾁｳﾑ電池: ＭＰＧの加減速データ等をバッテリバックアップで保持します。
SP1,SP2: ＳＰ１～３の設定です。

２）２）２）２）２）概　説概　説概　説概　説概　説
ＭＰＧ－３０３は、独立ＣＰＵを備えたパルス発生専用ボードです。制御はＭＰＣ－８１６（Ｐ版）より行います。ス
テップモータ対応のＭＯＤＥ５とサーボ対応のＭＯＤＥ６があり、３枚までＭＰＧ－３０３を制御することができま
す。

SP1 SP2 SP2 SP2SP1 SP1

【#1】 SP1=OPEN  SP2=OPEN（出荷時） 【#2】 SP1=SHORT SP2=OPEN 【#3】 SP1=OPEN  SP2=SHORT

CE
P-00

9E M
PG

-30
3

A
CCE

L C
OR

P.

添付品

① コネクタ(HIF-3BA-16D-2.54R) ﾋﾛｾ ×２

② 電源コネクタ(H4P-SHF-AA) ×１

③ コンタクト(BHF-001T-0.8SS) ×４

②

①

③

Ｊ４

Ｊ２
ＪＰ１

ＳＰ１
ＳＰ２

LED2
LED1
LED10

LED3

RA1

RA10

Ｊ３
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３）３）３）３）３）外部との接続外部との接続外部との接続外部との接続外部との接続
☆パルス出力ポート☆パルス出力ポート☆パルス出力ポート☆パルス出力ポート☆パルス出力ポート
パルス出力ポートは次の通りです。

このパルス出力ポートは、パルス
列フォトカプラ入力タイプのドラ
イバを想定しています。論理素子
入力タイプのドライバへの接続で
は、必ずフォトカプラを介して下
さい。

☆最高設定速度とパルス幅及びパルスレートの表☆最高設定速度とパルス幅及びパルスレートの表☆最高設定速度とパルス幅及びパルスレートの表☆最高設定速度とパルス幅及びパルスレートの表☆最高設定速度とパルス幅及びパルスレートの表
ＭＰＧのパルス幅はソフト出力のための各モードによって次の様に相違があります。

１）但し、ＡＣＣＥＬ　２５０００以下の場合

パルスはオン時間が一定でパルス間隔が変化します。デューティ比は最大パルスレート発生時の場合です。次の表は
ＡＣＣＥＬ設定値とパルスレートの関係です。

ＭＯＤＥ　６では２kpps以下のパルス出力は出来ません。（高速タイプ）

前記のパルスレートの測定は、ＲＭＯＶ　３００００，２００００に
よって、ＪＯＧはＪＯＧ　Ｌ，Ｉによって実施しました。Ｌの値は

Ｌ＝Ａ／１０ （もしＬが２０４０を越えたらＬを２０４０とします）

又、原点復帰のＳＨＯＭの３番目の引数Ｓとスピードは次表の通りで
す。

RA10

X～Z

(+5)

ＲＡ１０は１００Ωの抵抗アレイが標準実装され
ています。調整の必要がある場合は、ＳＩＰソケ
ットより抵抗アレイを外して交換します。

内部
電源

ﾌｫﾄｶﾌﾟﾗ

表示用

(J3-3 GND)

外部回路

ＭＰＧ内部
フォトカプラ　ＴＬＰ－５５２，５５０等

＊この間を引き延ばさないこと

＊引き延ばす場合はＰＩＦ－４２２を用いて下さい。

 版  ﾓｰﾄﾞ     ﾊﾟﾙｽ幅     　ﾃﾞｭｰﾃｨ比    最大ﾊﾟﾙｽﾚｰﾄ
  P  ﾓｰﾄﾞ5   20 μ sec    　50%以下 1) 29.0kpps
     ﾓｰﾄﾞ6   4.2 μ sec   　50%以下 56.3kpps

ACCEL　 MODE 5     　MODE 6
  n   　MOVE  JOG  　MOVE  JOG
50000 　 --    --  　56.3  14.6
45000 　 --    --  　51.6  13.7
40000 　 --    --  　44.2  12.0
35000 　 --    --  　38.6  10.8
30000 　29.0  13.7 　32.5   9.3
25000 　26.5  12.0 　26.8   7.9
20000 　21.1   8.9 　21.3   6.4
15000 　15.7   6.2 　15.8   4.9
10000 　10.4   3.9 　10.3   3.3
8000   　8.2   3.0  　8.2   2.6
4000   　4.1   1.4  　4.1   1.3
2000   　2.0   0.7  　2.3   0.8
ﾊﾟﾙｽ幅    20 μ sec      4 μ sec
　　　　　　　　　　    単位:pps

J4

  1  [+5]  2  XCW
  3  [+5]  4  XCCW
  5  [+5]  6  YCW
  7  [+5]  8  YCCW
  9  [+5] 10  UCW
 11  [+5] 12  UCCW
 13  [+5] 14  ZCW
 15  [+5] 16  ZCCW

  ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ 　P 版
   MODE     5,6
   AXIS    XY/ZU
   S=0      4.3K
   S=100    353
   S=200    184
   S=400     94
   S=800     47
   S=1000    38　 単位：pps

注）ＳＨＲＤは４に設定されているものとする
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☆原点復帰☆原点復帰☆原点復帰☆原点復帰☆原点復帰
原点センサの接続

原点センサの入力は各軸に対して２
点で４軸分、計８点あります。セン
サの入力は前記回路図のように＋Ｄ
Ｃから抵抗アレイを介して給電され
ています。この時の抵抗アレイは出
荷状態で６．８ｋΩとなっており、
＋ＤＣは１２Ｖ～２４Ｖを想定して
います。５Ｖで使用の場合は抵抗ア
レイを２ｋΩ程度に変更して下さ
い。抵抗アレイはＳＩＰソケットに

実装されているために交換は容易です。尚、原点復帰コマンドＨＯＭＥはこのＪ２の１～８を入力ポートとみなしま
す。例えばＸＳ１，ＹＳ１がＯＮで停止の場合はＨＯＭＥ　５です。

４）４）４）４）４）ソフトサポートソフトサポートソフトサポートソフトサポートソフトサポート
☆マルチタスクとＭＰＧ☆マルチタスクとＭＰＧ☆マルチタスクとＭＰＧ☆マルチタスクとＭＰＧ☆マルチタスクとＭＰＧ

TASK0 通常のプログラミングモードではＴＡＳＫ０のみが動作しています。ＴＡＳＫ０ではＰＧコ
マンドにより３つのＭＰＧのいずれかを選択できます。
ＰＧ　１　　ＳＰ１，ＳＰ２で＃１に設定されているＭＰＧ
ＰＧ　２　　ＳＰ１，ＳＰ２で＃２に設定されているＭＰＧ
ＰＧ　３　　ＳＰ１，ＳＰ２で＃３に設定されているＭＰＧ

TASK1,2,3 ＃１のＭＰＧをアクセスします。
TASK4,5,6,7 ＃２のＭＰＧをアクセスします。
TASK8,9,10,11 ＃３のＭＰＧをアクセスします。

又、ティーチングモード（　ＴＥＡＣＨ　ｏｒ　Ｔ　）では３つのＭＰＧを選択してティーチングすることができます。
切り換えは＜ＴＡＢ＞キーです。選択されたＰＧ番号の表示は行の頭に表示されます。尚、ＭＰＧ－３０３を最初に
使用する時は次の手順に心がけて下さい。

10 PG 1 ボード選択
20 OVRUN 0 オーバラン設定
30 MODE 5 モード設定
40 ACCEL 30000 加減速設定

ここでは、ＰＧの選択、オーバランのクリア、モードの選択、アクセル設定と順を追っています。例えば、ＯＶＲＵ
Ｎが異なる値で設定されていると、パルス発生コマンドを実行しなくなりますし、ＭＯＤＥ切り換えをＰＧ選択前に
実施しても無意味になります。

☆オーバーラン☆オーバーラン☆オーバーラン☆オーバーラン☆オーバーラン
ＭＰＧにはオーバーラン入力はありません。オーバーランのサポートは、ＭＩＦ－８１６の入力ポート２４～３１の
８bitで使用することができます。オーバーランを有効とするには、ＯＶＲＵＮコマンドを実行する必要があります。

OVRUN &H0101 ＩＮ２４がＯＦＦで非常停止
OVRUN &H0002 ＩＮ２５がＯＮで非常停止
OVRUN &HFF03 ＩＮ２４，ＩＮ２５どちらかがＯＦＦとなれば非常停止

ＯＶＲＵＮ  ＆Ｈ■■□□　　　■■□□はそれぞれ１byteのヘキサ表現
 ■■　論理指定
 □□　マスク指定

入力ポート２４～３１の読み取りデータをＩＮ（３）とすればＯＶＲＵＮの有効は次の演算で決まります。
Ｊ　＝　（　ＩＮ（３）　ＸＯＲ　■■　）　ＡＮＤ　□□　

Ｊの値が０であれば停止しません。Ｊの値が０でなければ非常停止となり、動作中でもパルス発生は停止します。尚、
ＯＶＲＵＮはインタプリタの実行を止めてしまう致命的エラーとして扱われています。ソフトによるエラー処理を必
要とする場合はＯＶＲＵＮを使用しないで下さい。

J2
1   XS1  2   XS2
3   YS1  4   YS2
5   US1  6   US2
7   ZS1  8   ZS2
9    -   10   -
11   -   12   -
13  GND  14  GND
15  +DC  16  +DC

＋ＤＣ

ＧＮＤ

抵抗アレイ ＲＡ１
６．８ｋ

Ｓ１，Ｓ２（ＸＳ～ＺＳ）

注）ＧＮＤはＪ３－３
　　＋ＤＣはＪ３－１に同じ
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６．６．６．６．６．８　ＭＰＧ－３０１８　ＭＰＧ－３０１８　ＭＰＧ－３０１８　ＭＰＧ－３０１８　ＭＰＧ－３０１

１）１）１）１）１）     ＭＰＧ－３０１各部の名称と役割ＭＰＧ－３０１各部の名称と役割ＭＰＧ－３０１各部の名称と役割ＭＰＧ－３０１各部の名称と役割ＭＰＧ－３０１各部の名称と役割

J4: パルス出力、Ｚ相入力、エンコーダー入力です。
J2: 原点入力、サーボ制御出力などのＩ／Ｏです。
J3: Ｉ／Ｏインターフェース電源（標準１２～２４Ｖ）
J5: バスコネクタ。ＭＰＣと直結する場合は４０ピンコネクタを実装して下さい。
RA8: センサー入力用のシャント抵抗です。必要に応じて変更してください。工場出荷時には６．８ＫΩが

挿入されています。
RA3: アンプ内蔵式２線式センサー対応用のＳＩＰソケットです。使用する場合は２．７ＫΩ１／２Ｗ程度

の抵抗アレイを挿入して下さい。
SP1,SP2: ＭＰＧ－３０１アドレス設定です。

＃１の場合 ＳＰ１ショート ＳＰ２ショート
＃２の場合 ＳＰ１ショート ＳＰ２オープン
＃３の場合 ＳＰ１オープン ＳＰ２ショート
＃４の場合 ＳＰ１オープン ＳＰ２オープン

LED11,LED12: 電源モニター ＬＥＤ１１　内部５Ｖ ＬＥＤ１２　Ｉ／Ｏインターフェース
LED1,LED2: パルス出力モニター ＬＥＤ１　ＣＷ ＬＥＤ２　ＣＣＷ
LED3～LED10: 入力モニター

ＬＥＤ３　ＯＲＧＩ ＬＥＤ４　ＡＬＭ ＬＥＤ５　＋ＳＬＤ ＬＥＤ６　－ＳＬＤ
ＬＥＤ７　ＩＮＰ ＬＥＤ８　ＭＡＲＫ ＬＥＤ９　＋ＥＬ ＬＥＤ１０　－ＥＬ

２）２）２）２）２）概　説概　説概　説概　説概　説
ＭＰＧ－３０１は多機能１軸ＰＧボードです。キョーパル製 高速度Ｓ字加減速パルスジェネレータＬＳＩ「Ｘ３２０
２」を搭載し、最高１Ｍｐｐｓのパルス発生、Ｓ字加減速、連続パルス発生、途中パルスレート変更、リアルタイムカ
ウント機能など特殊なパルス発生を必要とする機器の制御に対応します。

☆☆☆☆☆特　徴特　徴特　徴特　徴特　徴
パルス発生 １軸差動出力　最大１Ｍｐｐｓ～最小０．１ｐｐｓ
Ｚ相入力 １チャンネル
エンコーダー入力 １チャンネル２クロック，９０°位相差２相クロック　１，２，４逓倍
制御入力 原点センサー、ドライバーアラーム等　８点
制御出力 サーボオン、サーボドライバー偏差カウンタクリア等　４点
ＭＰＣサポート枚数 ４枚（４軸）
消費電流 １５０ｍＡ（ＤＣ５Ｖ）

Ｊ５

CEP-070A  MPG-301

    ACCEL  CORP.

添付品

① コネクタ(HIF-3BA-16D-2.54R) ﾋﾛｾ ×２

② 電源コネクタ(H4P-SHF-AA) ×１

③ コンタクト(BHF-001T-0.8SS) ×４

②

①

③

Ｊ４

Ｊ２

ＳＰ２
ＳＰ１

LED11,12
LED1,2

Ｊ３

LED3~10
RA8

RA3 X
32
02
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３）３）３）３）３）ＭＰＧ－３０１ピンアサイン表ＭＰＧ－３０１ピンアサイン表ＭＰＧ－３０１ピンアサイン表ＭＰＧ－３０１ピンアサイン表ＭＰＧ－３０１ピンアサイン表

４）４）４）４）４）Ｘ３２０２についてＸ３２０２についてＸ３２０２についてＸ３２０２についてＸ３２０２について     （（（（（X3202ﾕｰｻﾞｰｽﾞﾏﾆｭｱﾙ X3202ﾕｰｻﾞｰｽﾞﾏﾆｭｱﾙ X3202ﾕｰｻﾞｰｽﾞﾏﾆｭｱﾙ X3202ﾕｰｻﾞｰｽﾞﾏﾆｭｱﾙ X3202ﾕｰｻﾞｰｽﾞﾏﾆｭｱﾙ 「「「「「はははははじじじじじめめめめめににににに」」」」」から）から）から）から）から）
Ｘ３２０２はパルス列入力型サーボモーター及びステップモーターの速度制御と位置決め制御を目的とするパルス発
生ＬＳＩです。内部構造は、Ｓ字または直線加減速パルス発生器、台形または三角駆動の自動減速点算出器、現在位
置カウンタや偏差カウンタとして使用できるマルチカウンタとエンコーダ入力の２相クロックコンバータ、原点復帰
センサーインターフェース、リミットセンサーインターフェース、サーボドライバーインターフェース、８ビット汎
用入力と８ビット汎用出力を備えています。（ＭＰＧ－３０１では汎用入出力は使用できません）

５）５）５）５）５）ＭＰＣのコマンドサポートＭＰＣのコマンドサポートＭＰＣのコマンドサポートＭＰＣのコマンドサポートＭＰＣのコマンドサポート
ＭＰＧ－３０１の駆動には専用のコマンドと関数を用います。（サポートはＰ版のみ Ｒｅｖ－３．５０ｏ以降）

☆基本的な駆動手順☆基本的な駆動手順☆基本的な駆動手順☆基本的な駆動手順☆基本的な駆動手順
1. 加速レート、パルスレート、出力パルス数などの必要なデータを「ＳＴ＿ＲＥＧ」でＸ３２０２のレジスタに
設定します。

2.「ＣＭＮＤ」でＸ３２０２のコマンドを実行します。
3. 駆動中にレジスタの内容を変更してパルスレートを変化させたり、センサーやコマンドによる停止が可能で
す。内部パルスカウントやエンコーダーカウントを知るには「ＲＥＧ」でカウンタＡレジスタを読込みます。

4. 実行後、「ＲＥＧ」で動作状態ステータスレジスタを読込み、動作完了を待ちます。

☆プログラム例☆プログラム例☆プログラム例☆プログラム例☆プログラム例
インデックス駆動 直線加減速

ST_REG &H0100,250 周波数倍率
ST_REG &H0101,1000 出力ﾊﾟﾙｽ数
ST_REG &H0103,100 起動周波数
ST_REG &H0104,2000 最高周波数
ST_REG &H0105,100 加速ﾚｰﾄ

SN75158

TLP2630

TLP521

+DC RA8

TLP627

GND

ﾊﾟﾙｽ出力

EZ,CLRA
EA,EB 入力

入力(1～8)

出力(9～12)

+
-TLP2630

+
-

ＲＥＧＲＥＧＲＥＧＲＥＧ,,,,ＲＥＧ３ＲＥＧ３ＲＥＧ３ＲＥＧ３ 種別：関数

書式書式書式書式 REG(reg), REG3(reg)
 reg: MPG アドレスとX3202 のレジスタ・カ

ウンタセレクトコードまたは-1～-4

解説解説解説解説 X3202のレジスタを読込みます。
-1～-4の時は動作状態ステータスレジスタを
読込みます。-1:MPG#1～-4:MPG#4。 REG3 は
３バイト符号拡張読込みで、カウンター値入
力に使用します。

ＣＭＮＤＣＭＮＤＣＭＮＤＣＭＮＤ 種別：コマンド

書式書式書式書式 CMND code
 code: MPG アドレスと X3202 の命

令コード

解説解説解説解説 X3202の命令を実行します。

reg と code は１６進２バイト表記で指定します。上位バイトはＭＰＧ－３０１のアドレス（SP1,SP2 で設定）、下位バイトは
レジスタ／カウンタセレクトコードおよび命令コードです。MPG アドレスを省略すると MPG#1 に対して有効になります。
&Haaxx  aa:MPG アドレス &H01～&H04  xx:セレクトコード
例) ST_REG &H0201 1000  ←MPG#2 のレジスタ 01 に 1000 を代入

ＳＴ＿ＲＥＧＳＴ＿ＲＥＧＳＴ＿ＲＥＧＳＴ＿ＲＥＧ 種別：コマンド

書式書式書式書式 ST_REG reg data
 reg: MPG アドレスと X3202 のレ

ジスタ・カウンタセレクト
コード

 data: 設定データ

解説解説解説解説 X3202のレジスタ設定を行います。

J4
(HIF-3BA-16PA-2.54DS)
1 CW(+) 2 CW(-)
3 CCW(+) 4 CCW(-)
5 EZ(+) 6 EZ(-)
7 CLRA(+) 8 CLRA(-)
9 EA1(+) 10 EA1(-)
11 EA2(+) 12 EA2(-)
13 EB1(+) 14 EB1(-)
15 EB2(+) 16 EB2(-)

J2
(HIF-3BA-16PA-2.54DS)
1 ORGI 2 ALM
3 +SLD 4 -SLD
5 INP 6 MARK
7 +EL 8 -EL
9 SON 10 CLR
11 ERROR 12 MOVE
13 GND 14 GND
15 +DC 16 +DC

J3
(BS4P-SHF-1AA)
1 +DC
2 NC
3 GND
4 FG
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ST_REG &H0106,100 減速ﾚｰﾄ
CMND &H01A0 動作完了ﾌﾗｸﾞﾘｾｯﾄ
CMND &H0100 ｲﾝﾃﾞｯｸｽ駆動(+)実行
WAIT REG(-1)=&H20 動作完了待ち

インデックス駆動 Ｓ字加減速

ST_REG &H0100,250
ST_REG &H0101,10000
ST_REG &H0103,100
ST_REG &H0104,2000
ST_REG &H0105,100
ST_REG &H0106,100 減速ﾚｰﾄ
ST_REG &H0107,2000 S字加減速区間
ST_REG &H0160,&H10 動作ﾓｰﾄﾞ=S字加減速ﾓｰﾄﾞ
CMND &H01A0
CMND &H0100
WAIT REG(-1)=&H20

連続駆動 途中パルスレート変更

ST_REG &H0100,250
ST_REG &H0103,100
ST_REG &H0104,1000
ST_REG &H0105,100
ST_REG &H0106,100
CMND &H01A0
CMND &H0106 連続駆動(+)
INPUT A FTM Enterｷｰ待ち
ST_REG &H0104,2000 最高周波数変更
INPUT A FTM Enterｷｰ待ち
CMND &H0131 減速停止ｺﾏﾝﾄﾞ

ロータリーエンコーダーカウント

ST_REG &H0151,&H03 2相ｸﾛｯｸ1逓倍
ST_REG &H0152,&H02 ｶｳﾝﾀA=ﾁｬﾝﾈﾙ1
CMND &H0150 ｶｳﾝﾀﾘｾｯﾄ
*LOOP
E=REG(&H0121) ｶｳﾝﾀA読み込み
PRINT E
TIME 50
GOTO *LOOP

６）６）６）６）６）駆動例駆動例駆動例駆動例駆動例

【引用文献】 本ドキュメント作成にあたり キョーパル Ｘ３２０２ ユーザーズマニュアル を引用しました。

MARK

ｲﾝﾃﾞｯｸｽ駆動
直線加減速

連続駆動
加減速 有/無

途中ﾊﾟﾙｽﾚｰﾄ
変更

ｾﾝｻｰによる
位置決め

EZ

ORGI,EZ による
原点復帰
ORGI INT

ｴﾝｺｰﾀﾞｰｶｳﾝﾄ
による停止

ｲﾝﾃﾞｯｸｽ駆動
S字加減速

Time

Speed
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６．６．６．６．６．９　ＭＢＫ－８１６９　ＭＢＫ－８１６９　ＭＢＫ－８１６９　ＭＢＫ－８１６９　ＭＢＫ－８１６

１）１）１）１）１）ＭＢＫ－８１６ＭＢＫ－８１６ＭＢＫ－８１６ＭＢＫ－８１６ＭＢＫ－８１６各部の名称と役割各部の名称と役割各部の名称と役割各部の名称と役割各部の名称と役割

J4: 通信ポートです。ＣＨ０は保守用、ＣＨ１はデジタルＧＰ７０シリーズと接続します。
J2: オプションの７セグメント表示器を接続するコネクタです。
J3: インターフェース電源（１２～２４Ｖ）
J5: バスコネクタ。ＭＰＣ－８１６と接続します。
SP1: ＣＨ０の受信ポートＲＳ－２３２Ｃ／ＲＳ－４２２切り替えです。（出荷時は２－３ショートでＲＳ－２

３２仕様）
LED1(緑): 動作中点滅します。
LED2(赤): エラー時点灯または点滅します。

２）２）２）２）２）概　説概　説概　説概　説概　説
ＭＢＫ－８１６はＭＰＣ－８１６と㈱デジタル製タッチパネル「ＧＰ７０シリーズ」のインターフェースボードです。
通信を意識しないプログラムで容易にタッチパネルの制御ができます。

☆特　徴☆特　徴☆特　徴☆特　徴☆特　徴
ＭＢＫ～ＧＰ通信：ＲＳ－４２２仕様、３８４００ｂｐｓ、バイナリプロトコルの高速通信。
ＭＰＣプログラム：標準のＩ／Ｏコマンド（ON,OFF,SW()等）で全てを制御します。

３）３）３）３）３）ＭＢＫ－８１６ピンアサイン表ＭＢＫ－８１６ピンアサイン表ＭＢＫ－８１６ピンアサイン表ＭＢＫ－８１６ピンアサイン表ＭＢＫ－８１６ピンアサイン表

Ｊ５
添付品

① 電源コネクタ(H4P-SHF-AA) ×１

② コンタクト(BHF-001T-0.8SS) ×４

②

①

Ｊ２

Ｊ４

Ｊ３

LED2

CEP-072A  MBK-816
    ACCEL  CORP.

LED1

SN75158
TDA,SD(+)
TDB,SD(-)TLP2630

TLP2630
100R

SP1
SG

RDB
RDA100R

1
3

TLP2630
100R

RD(-)
RD(+)100R

J3
(BS4P-SHF-1AA)
1 +DC
2 NC
3 GND
4 FG

J4
(HIF-3FC-10PA-2.54DS)
1 SG 2 TDB
3 RDB 4 TDA
5 RDA 6 RD(+)
7 SG 8 SD(-)
9 RD(-) 10 SD(+)
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４）４）４）４）４）ＧＰ対応機種ＧＰ対応機種ＧＰ対応機種ＧＰ対応機種ＧＰ対応機種
ＭＢＫ－８１６は株式会社デジタルのプログラマブル表示器 ＧＰ７０シリーズのメモリリンク通信プロトコルに対応
しています。メモリリンク通信プロトコルマニュアルによるとＧＰ７０シリーズとは以下の機種を指します。
ＧＰＨ７０シリーズ、ＧＰ２７０シリーズ、ＧＰ３７０シリーズ、ＧＰ４７０シリーズ、ＧＰ５７０シリーズ、ＧＰ
６７５シリーズ、ＧＰ８７０シリーズ （1998/9現在）

５）５）５）５）５）Ｉ／ＯアドレスＩ／ＯアドレスＩ／ＯアドレスＩ／ＯアドレスＩ／Ｏアドレス
５００００番台はＧＰの入力部品、６００００番台はＧＰの出力部品エリアです。部品アドレスをこのエリアにデザ
インすればＭＰＣのプログラムで直接読み書きすることができます。例えばランプ部品のビットアドレスを６０００
０とするとＯＮ　６００００、ＯＦＦ　６００００で制御できます。４００００～４９９００はＭＢＫのレジスタエ
リアです。

６）６）６）６）６）コマンドコマンドコマンドコマンドコマンド
コマンドにはＭＰＣのインタプリタでサポートする「ＭＰＣコマンド」と、それらを使ってＭＢＫのコマンドレジスタ
を操作してＧＰに直線表示などを行う「ＭＢＫコマンド」があります。

☆ＭＰＣコマンド☆ＭＰＣコマンド☆ＭＰＣコマンド☆ＭＰＣコマンド☆ＭＰＣコマンド
標準のＩ／Ｏコマンドと同等のプログラムが記述できます。パラレル入出力の基本サイズはワード(16ﾋﾞｯﾄ)です。

☆ＭＢＫコマンド☆ＭＢＫコマンド☆ＭＢＫコマンド☆ＭＢＫコマンド☆ＭＢＫコマンド
コマンドデータエリアに必要なデータを書きこんだ後、コマンドレジスタのビットをセットすることで実行します。

☆ＭＢＫコントロールレジスタ☆ＭＢＫコントロールレジスタ☆ＭＢＫコントロールレジスタ☆ＭＢＫコントロールレジスタ☆ＭＢＫコントロールレジスタ
コントロールレジスタにはＧＰの時計、ステータス、ページ番号、ＭＢＫバージョン番号などのデータが格納されて
います。

ＳＷＳＷＳＷＳＷ 種別：関数

書式書式書式書式 SW(n)
 n: 読込ビット

解説解説解説解説 １ビット入力です。ビット単位
でＧＰ入力やＭＢＫレジスタ
の状態を評価します。

ＯＮＯＮＯＮＯＮ 種別：コマンド

書式書式書式書式 ON n
 n: 書込ビット

解説解説解説解説 １ビット出力です。ビット単
位でＧＰ出力やＭＢＫレジス
タをセットします。

ＯＦＦＯＦＦＯＦＦＯＦＦ 種別：コマンド

書式書式書式書式 OFF n
 n: 書込ビット

解説解説解説解説 １ビット出力です。ビット単位
でＧＰ出力やＭＢＫレジスタ
をリセットします。

ＩＮＩＮＩＮＩＮ 種別：関数

書式書式書式書式 IN(a)
 a: 読込アドレス

解説解説解説解説 パラレル入力です。ワードまたはバイト単位でＧ
Ｐ入力やＭＢＫレジスタを読込みます。

ＯＵＴＯＵＴＯＵＴＯＵＴ 種別：コマンド

書式書式書式書式 OUT d a
 d: データ
 a: 書込アドレス

解説解説解説解説 パラレル出力です。ワードまたはバイト単位でデ
ータをＧＰ出力やＭＢＫレジスタに書込みます。

I/O ﾋﾞｯﾄｱﾄﾞﾚｽ（[]内はﾜｰﾄﾞｱﾄﾞﾚｽ） 点数
GPの入力部品ｴﾘｱ(ﾋﾞｯﾄ･ﾜｰﾄﾞSW、設定値表示器等) 50000～56300 [500～563] 1024ﾋﾞｯﾄ(64ﾜｰﾄﾞ)
GPの出力部品ｴﾘｱ(ﾗﾝﾌﾟ､数値表示器、ﾒｰﾀｸﾞﾗﾌ等) 60000～65200 [600～652] 848ﾋﾞｯﾄ(53ﾜｰﾄﾞ)
MBK-816ﾚｼﾞｽﾀ(MBKｺﾝﾄﾛｰﾙと直線描画等ｺﾏﾝﾄﾞ発行) 40000～49900

ｺﾏﾝﾄﾞ 内容
ﾍﾟｰｼﾞ切り替え GPｼｽﾃﾑﾃﾞｰﾀｴﾘｱ15番地を変更して表示ﾍﾟｰｼﾞを切り替えます
文字列表示 GPにESC Tｺﾏﾝﾄﾞを発行して文字列を表示します
直線表示 GPにESC Lｺﾏﾝﾄﾞを発行して直線を表示します
四角形表示 GPにESC Bｺﾏﾝﾄﾞを発行して四角形を表示します
塗込四角形表示 GPにESC Sｺﾏﾝﾄﾞを発行して塗り込み四角形を表示します
直接読込 GPのｼｽﾃﾑｴﾘｱのｱﾄﾞﾚｽを指定してﾃﾞｰﾀを読込みます
直接書込 GPのｼｽﾃﾑｴﾘｱのｱﾄﾞﾚｽを指定してﾃﾞｰﾀを書込みます
I/Fﾘｾｯﾄ MBK-816のをﾘｾｯﾄします
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☆☆☆☆☆プログラム例プログラム例プログラム例プログラム例プログラム例
ビットＳＷの読込み [GPの操作ﾋﾞｯﾄｱﾄﾞﾚｽ50401のSW]

PR SW(50401) SWの状態をFTM画面表示
A=50401
IF SW(A)=1 THEN -- 条件分岐（IF文ではﾋﾞｯﾄｱﾄﾞﾚｽを変数にして下さい）

設定値表示器の値の読込み [GPのﾜｰﾄﾞｱﾄﾞﾚｽ501の設定値表示器]

A=IN(50100) 変数に取り込む(ﾜｰﾄﾞ読込み)

ランプＯＮ/ＯＦＦ [GPの操作ﾋﾞｯﾄｱﾄﾞﾚｽ60001のﾗﾝﾌﾟ]

ON 60001 点灯
OFF 60001 消灯

スキャン開始位置、スキャンレンジの変更方法

OUT 4,40000 開始位置を入力504,出力604に設定
OUT 8,40100 ｽｷｬﾝﾚﾝｼﾞを8ﾜｰﾄﾞ(128ﾋﾞｯﾄ)に設定

ページ切り替え

OUT 3,44800 3ﾍﾟｰｼﾞを指定
ON 43200 実行
WAIT SW(43200)=0 実行完了待ち

直線表示

OUT 3,44800 表示色
OUT 0,44900 背景色
OUT 1,45000 線種
OUT 110,45100 始点X
OUT 110,45200 始点Ｙ
OUT 210,45300 終点X
OUT 200,45400 終点Y
ON 43205 四角形表示実行
WAIT SW(43205)=0 実行完了待ち
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６．６．６．６．６．１０　Ｉ／Ｏマップ図１０　Ｉ／Ｏマップ図１０　Ｉ／Ｏマップ図１０　Ｉ／Ｏマップ図１０　Ｉ／Ｏマップ図

ＳＰ　 アドレス　　ボード　　　機　能
          7CH                入力ﾎﾟｰﾄ
MIO       7DH     MIO-816    出力ﾎﾟｰﾄ
#11       7EH                入力ﾎﾟｰﾄ
          7FH                出力ｲﾈｰﾌﾞﾙ
          80H                PORT A
SP1       81H     MIO-248    PORT B
          82H                PORT C
          83H                出力ｲﾈｰﾌﾞﾙ
          84H
SP2       85H     MIO-248 　
          86H
          87H
          88H
SP3       89H     MIO-248 　
          8AH
          8BH
          8CH
SP4       8DH     MIO-248 　
          8EH
          8FH
          90H
SP5       91H     MIO-248 　
          92H
          93H
          94H
SP6       95H     MIO-248 　
          96H
          97H
          E8H
                   
          EFH
          F0H
SP1       F1H
          F2H
          F3H
          F4H
SP2       F5H
          F6H
          F7H
SP1       FFH    MPG-303 #1  ﾊﾟﾙｽ発生ﾎﾞｰﾄﾞ
          FEH
SP2       FDH    MPG-303 #2  ﾊﾟﾙｽ発生ﾎﾞｰﾄﾞ
          FCH
SP3       FBH    MPG-303 #3  ﾊﾟﾙｽ発生ﾎﾞｰﾄﾞ
          FAH

【Ｉ／Ｏマップ（０～３ＦＨまではＣＰＵ内レジスタにて使用）】

ＳＰ　 アドレス　　ボード　　　機　能
      3AH 入力 0-7
      3CH(下4bit) 入力 8-11
CPU   38H(上4bit) MPC-816 入力 12-15
      38H(下4bit) 出力 0-3
      3CH(上4bit) 出力 4-7
          40H                ﾊﾟﾙｽ出力ﾎﾟｰﾄ
          50H                入力ﾎﾟｰﾄ
          51H     MIF-816    出力ﾎﾟｰﾄ
          52H                入力ﾎﾟｰﾄ
          53H                出力ｲﾈｰﾌﾞﾙ
          54H                入力ﾎﾟｰﾄ
MIO       55H     MIO-816    出力ﾎﾟｰﾄ
#6        56H                入力ﾎﾟｰﾄ
          57H                出力ｲﾈｰﾌﾞﾙ
          58H
MIO       59H     MIO-816 　
#1        5AH
          5BH
          5CH
MIO       5DH     MIO-816 　
#7        5EH
          5FH
          60H
MIO       61H     MIO-816 　
#2        62H
          63H
          64H
MIO       65H     MIO-816 　
#8        66H
          67H
          68H
MIO       69H     MIO-816 　
#3        6AH
          6BH
          6CH
MIO       6DH     MIO-816 　
#9        6EH
          6FH
          70H
MIO       71H     MIO-816 　
#4        72H
          73H
          74H
MIO       75H     MIO-816 　
#10       76H
          77H
          78H
MIO       79H     MIO-816 　　
#5        7AH
          7BH
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キャラクタ ＨＥＸ ＤＥＣ キャラクタ ＨＥＸ ＤＥＣ キャラクタ ＨＥＸ ＤＥＣ
ＮＵＬ ００ ０ ， ２Ｃ ４４ Ｘ ５８ ０８８
ＳＯＨ（↑Ａ） ０１ １ － ２Ｄ ４５ Ｙ ５９ ０８９
ＳＴＸ（↑Ｂ） ０２ ２ ． ２Ｅ ４６ Ｚ ５Ａ ０９０
ＥＴＸ（↑Ｃ） ０３ ３ ／ ２Ｆ ４７ ［ ５Ｂ ０９１
ＥＯＴ（↑Ｄ） ０４ ４ ０ ３０ ４８ ＼ ５Ｃ ０９２
ＥＮＱ（↑Ｅ） ０５ ５ １ ３１ ４９ ］ ５Ｄ ０９３
ＡＣＫ（↑Ｆ） ０６ ６ ２ ３２ ５０ ＾ ５Ｅ ０９４
ＢＥＬ（↑Ｇ） ０７ ７ ３ ３３ ５１ ＿ ５Ｆ ０９５
ＢＳ　（↑Ｈ） ０８ ８ ４ ３４ ５２  ` ６０ ０９６
ＨＴ　（↑Ｉ） ０９ ９ ５ ３５ ５３ ａ ６１ ０９７
ＮＬ　（↑Ｊ） ０Ａ １０ ６ ３６ ５４ ｂ ６２ ０９８
ＶＴ　（↑Ｋ） ０Ｂ １１ ７ ３７ ５５ ｃ ６３ ０９９
ＦＦ　（↑Ｌ） ０Ｃ １２ ８ ３８ ５６ ｄ ６４ １００
ＣＲ　（↑Ｍ） ０Ｄ １３ ９ ３９ ５７ ｅ ６５ １０１
ＳＯ　（↑Ｎ） ０Ｅ １４ ： ３Ａ ５８ ｆ ６６ １０２
ＳＩ　（↑Ｏ） ０Ｆ １５ ； ３Ｂ ５９ ｇ ６７ １０３
ＤＬＥ（↑Ｐ） １０ １６ ＜ ３Ｃ ６０ ｈ ６８ １０４
ＤＣ１（↑Ｑ） １１ １７ ＝ ３Ｄ ６１ ｉ ６９ １０５
ＤＣ２（↑Ｒ） １２ １８ ＞ ３Ｅ ６２ ｊ ６Ａ １０６
ＤＣ３（↑Ｓ） １３ １９ ？ ３Ｆ ６３ ｋ ６Ｂ １０７
ＤＣ４（↑Ｔ） １４ ２０ ＠ ４０ ６４ ｌ ６Ｃ １０８
ＮＡＫ（↑Ｕ） １５ ２１ Ａ ４１ ６５ ｍ ６Ｄ １０９
ＳＹＮ（↑Ｖ） １６ ２２ Ｂ ４２ ６６ ｎ ６Ｅ １１０
ＥＴＢ（↑Ｗ） １７ ２３ Ｃ ４３ ６７ ｏ ６Ｆ １１１
ＣＡＮ（↑Ｘ） １８ ２４ Ｄ ４４ ６８ ｐ ７０ １１２
ＥＭ　（↑Ｙ） １９ ２５ Ｅ ４５ ６９ ｑ ７１ １１３
ＳＵＢ（↑Ｚ） １Ａ ２６ Ｆ ４６ ７０ ｒ ７２ １１４
ＥＳＣ １Ｂ ２７ Ｇ ４７ ７１ ｓ ７３ １１５
ＦＳ １Ｃ ２８ Ｈ ４８ ７２ ｔ ７４ １１６
ＧＳ １Ｄ ２９ Ｉ ４９ ７３ ｕ ７５ １１７
ＲＳ １Ｅ ３０ Ｊ ４Ａ ７４ ｖ ７６ １１８
ＵＳ １Ｆ ３１ Ｋ ４Ｂ ７５ ｗ ７７ １１９
ＳＰ ２０ ３２ Ｌ ４Ｃ ７６ ｘ ７８ １２０
！ ２１ ３３ Ｍ ４Ｄ ７７ ｙ ７９ １２１
” ２２ ３４ Ｎ ４Ｅ ７８ ｚ ７Ａ １２２
＃ ２３ ３５ Ｏ ４Ｆ ７９ ｛ ７Ｂ １２３
＄ ２４ ３６ Ｐ ５０ ８０ ｜ ７Ｃ １２４
％ ２５ ３７ Ｑ ５１ ８１ ｝ ７Ｄ １２５
＆ ２６ ３８ Ｒ ５２ ８２ ～ ７Ｅ １２６
’ ２７ ３９ Ｓ ５３ ８３ ＤＥＬ ７Ｆ １２７
（ ２８ ４０ Ｔ ５４ ８４
） ２９ ４１ Ｕ ５５ ０８５
＊ ２Ａ ４２ Ｖ ５６ ０８６
＋ ２Ｂ ４３ Ｗ ５７ ０８７

ＰＲＩＮＴコマンド特殊コード ￥ｎ　ニューライン（ＣＲ－ＬＦ）　￥ｒ　リターン　（ＣＲ）
￥ｔ　タブ　（ＨＴ）

６．６．６．６．６．１１　アスキーコード表１１　アスキーコード表１１　アスキーコード表１１　アスキーコード表１１　アスキーコード表
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4-φ
3.5

7.5

5.08

49 52.5 14.5 7 (4.5)

(13.08)116.84±0.1

135

5.08

注）

CEP-021

ROUND
φ
8

(23.8)
58.4±

0.1
17.78

100

17.78
47.5

1.6

注）ＰＣＢ後端のパイロットホールにはスペーサ用スペースがありません。
ここで固定する場合は、樹脂スペーサを使用して下さい。

６．６．６．６．６．１２　ボード外形図１２　ボード外形図１２　ボード外形図１２　ボード外形図１２　ボード外形図

１）１）１）１）１）ＭＰＣ－８１６ＭＰＣ－８１６ＭＰＣ－８１６ＭＰＣ－８１６ＭＰＣ－８１６
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67

5.08

注）

4-φ
3.5

7.5

5.08

48.75 63.25 (15.5)

(13.08)116.84±0.1

135

CEP-022

(8.8)
58.4±

0.1
17.78

85

17.78
47.5

1.6

ROUND
φ
8

注）ＰＣＢバスコネクタ側パイロットホールにはスペーサ用スペースがあり
ません。ここで固定する場合は、樹脂スペーサを使用して下さい。

76

1 番ピン

２）２）２）２）２）ＭＩＦ－８１６ＭＩＦ－８１６ＭＩＦ－８１６ＭＩＦ－８１６ＭＩＦ－８１６・・・・・ＭＩＯ－８１６ＭＩＯ－８１６ＭＩＯ－８１６ＭＩＯ－８１６ＭＩＯ－８１６
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27.5
50

27.5

2-M3

2-M3

16

100

2.5

27.5
50

27.5

2-M3

20140

105
29

16

16

27.5
50

27.5

2-M3

2-M3

16

100

2.5

37

27.5
50

27.5

2-M3

16

140
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6-31

130

40 50±0.2 (40)

9.5 9.5

4-R

R2

4-φ
3.5

4

(25)
(17.5)

(10)

(2 )

10
5 7.5

165

32.5 100±0.2 (32.5)
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５）５）５）５）５）フランジＨフランジＨフランジＨフランジＨフランジＨ

６）６）６）６）６）フランジＤフランジＤフランジＤフランジＤフランジＤ
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６６６６６．．．．．１３　ＭＰＣ－ＲＡＣＫ外形図１３　ＭＰＣ－ＲＡＣＫ外形図１３　ＭＰＣ－ＲＡＣＫ外形図１３　ＭＰＣ－ＲＡＣＫ外形図１３　ＭＰＣ－ＲＡＣＫ外形図

１）１）１）１）１）ＲＡＣＫ－ＡＲＡＣＫ－ＡＲＡＣＫ－ＡＲＡＣＫ－ＡＲＡＣＫ－Ａ
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①４０ｐｉｎのピンヘッダ (A1-40PA-2.54DSA)
をＪ５のスルーホールに挿入しハンダ面から
ハンダ付け

②ＭＰＣ－８１６を上、ＭＰＧ－３０３（ＭＰ
Ｇ－３０１）を下にしてＪ５挿入の上、重ね
る。この時、Ｊ５の反対側には付属のナイロ
ンスペーサで固定。

③組み合わせたボードをケースＥに挿入し
ナイロンロックで固定して抜けない様に
する。（ケース背面内側にはナイロンクラ
ンプを貼り直接ボードとケースがあたら
ない様になっております。）フタを閉めて
ネジで止めて下さい。

☆ご注文頂く物☆ご注文頂く物☆ご注文頂く物☆ご注文頂く物☆ご注文頂く物 ＭＰＣ－８１６、ＭＰＧ－３０３（ＭＰＧ－３０１）、ケースＥ、A1-40PA-2.54DSA

ケースＥ添付品ケースＥ添付品ケースＥ添付品ケースＥ添付品ケースＥ添付品
ガイドレール ＊２　（ケースに取付け済）
ナイロンクランプ ＊１　（ケースに取付け済）
ナイロンスペーサ ＊２
ナイロンロック ＊１
ネジ ＊２

J5

40PINピンヘッダ

ＭＰＧ－３０３
(ＭＰＧ－３０１)

ＭＰＧ－３０３

ＭＰＣ－８１６

J5

ナイロンスペーサ

(ＭＰＧ－３０１)

MPG-303

ネジ

ネジ

ナイロンロック

ナイロン
クランプ

MPC-816

(MPG-301)

６．６．６．６．６．１４　１４　１４　１４　１４　ＭＰＣ－８１６＋ＭＰＧ－３０３ＭＰＣ－８１６＋ＭＰＧ－３０３ＭＰＣ－８１６＋ＭＰＧ－３０３ＭＰＣ－８１６＋ＭＰＧ－３０３ＭＰＣ－８１６＋ＭＰＧ－３０３（（（（（ＭＭＭＭＭＰＰＰＰＰＧＧＧＧＧ－－－－－３３３３３０００００１１１１１）））））ＳＥＴ組立図ＳＥＴ組立図ＳＥＴ組立図ＳＥＴ組立図ＳＥＴ組立図

ＭＭＭＭＭＰＰＰＰＰＣＣＣＣＣ－－－－－８８８８８１１１１１６６６６６＋＋＋＋＋ＭＭＭＭＭＰＰＰＰＰＧＧＧＧＧ－－－－－３３３３３０００００３３３３３（（（（（ＭＭＭＭＭＰＰＰＰＰＧＧＧＧＧ－－－－－３３３３３０００００１１１１１）））））のののののセセセセセッッッッットトトトトははははは、、、、、以以以以以下下下下下のののののよよよよようううううななななな作作作作作業業業業業がががががおおおおお客客客客客様様様様様ででででで必必必必必要要要要要ででででですすすすす。。。。。
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①３２ｐｉｎのピンヘッダをＪ５のスルー
ホールに挿入しハンダ面からハンダ付け

②ＭＰＣ－８１６を上、ＭＩＯ－２４８を下に
してＪ５挿入の上、重ねる。この時、Ｊ５の
反対側には付属のナイロンスペーサで固定。

③組み合わせたボードをケースＥに挿入し
ナイロンロックで固定して抜けない様に
する。（ケース背面内側にはナイロンクラ
ンプを貼り直接ボードとケースがあたら
ない様になっております。）フタを閉めて
ネジで止めて下さい。

☆ご注文頂く物☆ご注文頂く物☆ご注文頂く物☆ご注文頂く物☆ご注文頂く物 ＭＰＣ－８１６、ＭＩＯ－２４８、ケースＥ、A1-40PA-2.54DSA

ケースＥ添付品ケースＥ添付品ケースＥ添付品ケースＥ添付品ケースＥ添付品
ガイドレール ＊２　（ケースに取付け済）
ナイロンクランプ ＊１　（ケースに取付け済）
ナイロンスペーサ ＊２
ナイロンロック ＊１
ネジ ＊２
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J5

40PIN ピンヘッダを
32PIN にします。
(8PIN 分折る)

ＭＩＯ－２４８
ＭＩＯ－２４８

ＭＰＣ－８１６

J5

ナイロンスペーサ

MIO-248

ネジ

ネジ

ナイロンロック

ナイロン
クランプ

MPC-816

６．６．６．６．６．１５　ＭＰＣ－８１６＋ＭＩＯ－２４８ＳＥＴ組立図１５　ＭＰＣ－８１６＋ＭＩＯ－２４８ＳＥＴ組立図１５　ＭＰＣ－８１６＋ＭＩＯ－２４８ＳＥＴ組立図１５　ＭＰＣ－８１６＋ＭＩＯ－２４８ＳＥＴ組立図１５　ＭＰＣ－８１６＋ＭＩＯ－２４８ＳＥＴ組立図

ＭＰＣ－８１６＋ＭＩＯ－２４８のセットは、以下のような作業がお客様で必要です。ＭＰＣ－８１６＋ＭＩＯ－２４８のセットは、以下のような作業がお客様で必要です。ＭＰＣ－８１６＋ＭＩＯ－２４８のセットは、以下のような作業がお客様で必要です。ＭＰＣ－８１６＋ＭＩＯ－２４８のセットは、以下のような作業がお客様で必要です。ＭＰＣ－８１６＋ＭＩＯ－２４８のセットは、以下のような作業がお客様で必要です。
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６．６．６．６．６．１６　ケーブル図１６　ケーブル図１６　ケーブル図１６　ケーブル図１６　ケーブル図

   ＰＣ側
 1      C D
 2      RXD
 3      TXD
 4      DTR
 5      S G
 6      DSR
 7      RTS
 8      CTS
 9      CI

     ＭＰＣ側
S G      1
TX0      2
RX0      3
S G      4
MAN      5
P 5      6

3000mm

ヒロセ
HDEB-9S 相当

ヒロセ
HIF-3BA-10D-2.54C 相当

ＭＰＣとパソコンを接続する純正ケーブルです。基本ケーブルはＤＯＳ／Ｖ用となってお
りますが、２５ピン変換コネクタが付属してありＰＣ９８にもそのまま使用できます。


